


関
西
支
部

O
B
会

関
西
支
部
O
B
会
は
野
口

氏
（

末
尾
な
が
ら
自
動
車
部
O
B
の
方
々
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
ご
健
康
を
お
祈
り
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

各
地
で
の

O

B
会

自
動
車
部
に
在
籍
し
た
O
B
が
卒
業
後
部
室
や
車
庫
に
顔
を
出
す
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
O
B
会
と
組
織
だ
っ
て
集
ま
っ
た
の
は
い
つ
頃
か

ら
だ
ろ
う
。

昭
和
二
十
年
代
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
が
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
、
流
星
号
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
さ
れ
る
と
い
う
話
か
ら
、
追
善
供
養
と
称
し
て

O
B
な
ど
二
十
数
名
が
集
ま
り
、
前
述
の
記
念
撮
影
後
近
く
の
料
亭
で
会
食
し
た
記
録
が
あ
る
。
そ
の
会
場
で
O
B
会
結
成
の
話
が
で
た
も
の
の
、

立
ち
消
え
状
態
に
な
り
、

昭
和
三
十
七
年
頃
大
阪
で
川
崎

3

2

)

氏
を
中
心
に
数
名
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
O
B
会
と
呼
べ
る
か

ど
う
か
。第

一
回
O
B会
総
会

O
B
会
が
正
式
に
会
則
ま
で
用
意
し
て
発
会
し
た
の
は
昭
和
四
十
二
年

一
月
十
四
日
、
自
動
車
部
の
部
室
で
開
か
れ
た
第

一
回
O
B
会
総

会
っ
か
ら
で
あ
る
。
出
席
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

越
出
(

2

2

)

、
川
崎
(

3

2

)

、
松
吉

(

3

2

)

、
木
村
(

3

6

)

、
犬
塚
(

3

8

)

と
現
役
部
員
。

実
は
、
こ
の
前
年
昭
和
四
十

一
年
＋
―
-月
に
は
O
B
会
関
西
支
部
が
ひ
と
足
早
く
第

一
声
を
あ
げ
て
お
り
、
本
部
よ
り
支
部
が
さ
き
に
出
来

る
と
い
う
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

3

8

)

の
働
き
か
け
で
昭
和
四
十

一
年
十
二
月
十

一
日
大
阪
で
初
会
合
を
開
い
た
。
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橘
近
況
連
絡
1
1
別
所
（

2
5
)
、
河
相
（

3
3
)
の
呼
び
か
け
で

「九
州

一
周
あ
の
感
激

3
1
)
、
林
田
（

3
3
)
、
門
司
（

3
7
)
 

4
o
)
 

会
に
は
九
名
の
O
B
が
参
加
し
、
支
部
長
に
田
中

他
の
参
加
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略）

谷

2
3
)
、
佐
武

＾
 
＾
 

2
8
)
、
嘉
村

そ
の
ご
現
役
の
自
動
車
部
に
は
、
O
B
担
当
の
幹
事
も
置
か
れ
、
の
ち
に
は
徳
尾
モ
ー
タ
ー

ス
に
九
州
に
帰
省
す
る
O
B
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
、
餅
つ
き
を
し
た
り
と
い
う
活
動
は
あ
っ
た

が
、
会
と
し
て
の
正
式
な
記
録
は
な
く
全
国
的
規
模
の
O
B
会
と
し
て
の
機
能
は
果
せ
ず
低
調

な
年
月
が
続
く
。

東
京
地
区
で

O
B
会
復
活

O
B
会
と
し
て
再
び
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
東
京
地
区
か
ら
で
あ
る
。
東
京
近
辺
は
九

州
に
つ
い
で
O
B
の
多
い
地
区
で
あ
る
。
そ
の
中

で

平

成

に

入

り

門

司

（

3
7
)
氏
が
「同

じ
釜
の
メ
シ
を
食
っ
た
O
B
」
に
呼
び
か
け
O
B
会
を
開
い
た
。
限
定
的
な
が
ら
東
京
地
区
第
一

回
O
B
会
で
あ
る
。
こ
の
話
を
聞
き
つ
け
た
川
崎

氏

(

3
2
)
が
、
俺
た
ち
も
入
れ
ろ
、
と

＂^ 

合
同
で
開
い
た
の
が
平
成
六
年

一
月
、
鳳
龍
ク
ラ
ブ
で
O
B
会
で
下
段
の
写
真
で
あ
る
。

第

一
回
九
州

一
周
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て

平
成
九
年
五
月
、
岡
山
在
住
の
嘉
村
O
B
(

3
3
)
、
山
田

`’ 
～ ＜ 

,i 

鳳龍クラブにて

＾ 先
輩
（

＾ 3
7
)
、
吉
武

(

3
9
)
、
中
原

3
9
)
、

平成6年

2
3
)
幹
事
に
野
口
氏
を
選
出
し
今
後
の
発
展
を
祈
念
し
て
乾
杯
し
た
。
そ
の

84
 

ー



氏
(

3

5

)

は
、
参
加
予
定
で
あ
っ
た
が
教
え
子
（
氏
は
熊
大
の
教
授
）
の

結
婚
式
が
急
に
入
っ
て
、
残
念
な
が
ら
欠
席
と
な
っ
た
。
氏
の
欠
席
を
聞
い
て
「
他
の
O
B
は
ど
う

で
も
い
い
の
に

．．． 
」
と
冗
談
と
も
本
気
と
も
し
れ
な
い
ぼ
や
き
が
聞
こ
え
て
い
た
。

東
京
地
区
O
B座
談
会

専

部
史
の
編
纂
が
始
ま
る
と
、
各
地
で
の
座
談
会
が
開
か
れ
た
。
最
初
は
平
成
十
年
四
月
十
八
日
、

東
京
の
鳳
龍
ク
ラ
プ
で
元
い
す
ゞ
自
動
車
鴬
、

務
の
伊
藤
先
輩
（

7
）
、
元
自
動
車
部
部
長
、
新
荘
教
授
（

9
）
に
も
ご
参
席
い
た
だ
き
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
お
話
を
う
か
が
っ
た
が
、
当
日
は
明

専
会
東
京
支
部
会
の
あ
と
の
僅
か
な
時
間
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
お
も
に
伊
藤
先
輩
か
ら
明
専
O
B
と
自
動
車
産
業
と
の
関
わ
り
合

い
に
つ
い
て
う
か
が
い
、
ま
た
新
荘
先
生
か
ら
同
好
会
な
ど
に
つ
い
て
や
、
戦
後
ま
も
な
く
の
自
動
車
部
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
で
時
間
切
れ

，
 

と
な
っ
た
。
座
談
会
の
あ
と
数
人
が
食
事
を
し
な
が
ら
昔
話
な
ど
を
し
た
が
、
川
崎
氏
に
お
願
い
し
て
東
京
地
区
は
も
う

一
回
O
B
会
を
開
い
て

3

3

)

 

を
再
び
」と
名
付
け
た
第

一
回
九
州

一
周
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
O
B
会
が
企
画
さ
れ
た
。

東
京
地
区
世
話
役
の
川
綺
氏
(

3

2

)

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
「
門
司
グ
ル
ー
プ
」
に
も
声
を
か
け
、
総

勢
十
五
名
が
岡
山
駅
前
に
集
合
し
た
。
な
か
に
は
四
十
年
ぶ
り
と
い
う
顔
ぶ
れ
も
い
た
。
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
瀬
戸
大
橋
、
高
松
栗
林
公
園
を
見
学
し
、
安
光
氏
(

3

2

)

の
お
世
話
で
姫
路
近

辺
の
新
舞
子
に

一
泊
、
そ
の
夜
は
九
州

一
周
の
思
い
出
を
語
り
明
か
し
、
翌
日
は
姫
路
城
を

一

同
で
散
策
し
て
、
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
解
散
し
た
。
参
加
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

渡
辺
(

3

o

)

、
蔵
満
（

3

1

)

、
安
光
(

3

2

)

、
川
崎
（

3

2

)

、
斉
藤
(

3

3

)

、

小
堀
（

3

3

)

、
中
村
(

I

I

)

、
原
田
(

I

I

)

、
古
屋
(

I

I

)

、
林
田
(

3

3

)

、

3

5

)

、
本
多
(

3

5

)

、
木
村
(

3

6

)

、
野
口
（

進
藤
（

嘉
村
（

な
お
、
山
口

3
8
)。

H9年 姫路城にて



ら
う
こ
と
に
し
た
。

地
区
外
参
加

3
2
)
、
嘉
村
（

中
部
地
区
O
B座
談
会

続
い
て
、
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
O
B
に
よ
る
座
談
会
が
六
月
六
日
名
古
屋

駅
前
の
名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
中
部
地
区
は
名
古
屋
の
J
R
関

連
会
社
「セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
の
会
長
、
廣
田
先
輩
に
会
場
の
設
定
そ
の

他
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
当
日
は
川
崎
氏
も
東
京
地
区
か
ら
は
る
ば
る
の
参
加

で
当
時
の
自
動
車
部
の
思
い
出
話
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

部
史
編
纂
に
当
た
り
、
数
多
く
の
O
B
か
ら
手
記
や
、
お
便
り
を
い
た
だ
き
、
ま
た

一
部
の
先
輩
か
ら
対
談
の
形
で
お
話
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の

ほ
か
座
談
会
席
上
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
た
い
。
参
加
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

中
野
(
2
5
)
、
城
(

2

9
)
、

山

田

渡

辺

(

3

o

)

原
田
（

川
崎
（

9

1

1

1

1

1

,

 

ーー1
1

一
座
斐
＾
ぇ
誌
録
一

一

①

「新
荘
先
生
の
前
の
自
動
車
部
長
は
誰
だ
っ
た
か
な
。
」「
岩
城
先
生
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。

」「
片

岡

先

生

は

十

九

年

八

月

に

お

や

一

こ
め
に
な
っ
て
る
し
、
岩
城
先
生
は
確
か
戦
後
の
赴
任
だ
か
ら
、
片
岡
先
生
と
、
岩
城
先
生
の
間
を
ど
な
た
が
自
動
車
部
の
め
ん
ど
う
を
見
て

―

3
7
)
 

3
3
)
 

＾ 2
9
)
、
廣
田
（

2
9
)
、

3

3

)

、

嘉
村
（

3
3
)
 

3
2
)
、
池
田
（

3
3
)
、
中
村
(

I

I

)

、

こ
の
第

一
回
の
座
談
会
の
伊
藤
先
輩
、
新
荘
教
授
の
ほ
か
の
出
席
者
は
次
の

通
り
。
（
敬
称
略
）

松
田
(

2

6

)

、
川
崎
（

進
藤
(

3

5

)

、
門
司

西

（

5
o
)
 

溶10.4

h 
鳳龍クラプにて
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ー
い
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

」

一

②
「蒼
竜
は
機
械
科
所
属
で
借
り
る
の
に
手
続
き
が
煩
わ
し
か
っ
た
そ
う
だ
が
」
「
（
中
野
先
輩
の
頃
は
）
わ
り
あ
い
自
由
に
使
っ
て
い
た
が
」
一

-
「蒼
竜
、
彗
星
が
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
を
も
ら
っ
た
の
が
昭
和
二
十
＿二
、
四
年
頃
で
そ
れ
ま
で
は
用
が
あ
る
と
き
に
赤
線
入
り
の
仮
ナ
ン
バ
ー

一

ー
を
つ
け
て
は
し
っ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

」
古
い
写
真
を
見
る
と
紀
田
先
輩
(

2

3

)

が
写
っ
て
い
る
彗
星
は
た
し
か
に
臨
時
ナ
ン
バ
ー
だ
が
、
蒼

ー

ー
竜
は
(
F
U
K
U
O
K
A
3,2
7
4
)
の
正
規
の
ナ
ン
バ
ー
が
つ
い
て
い
る
。
蒼
竜
の
ほ
う
が
ナ
ン
バ
ー
取
得
は
幾
分
早
か
っ
た
よ
う
だ
。

i
③
「ケ
ッ
チ
ン
を
良
く
喰
ら
っ
た
が
、
あ
の
ケ
ッ
チ
ン
と
は
何
語
か
な
ア

」
「
さ
あ
、
何
語
で
し
ょ
う
ね
、
馬
か
ら
蹴
ら
れ
た
、
キ
ッ
キ
ン
グ
の
訛
—

ー
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
？
」

「ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ハ
ン
ド
ル
が
無
く
な
っ
た
の
は
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
の
6
0
年
型
か
ら
で
す
。

」

一

―

④
「自
動
車
部
は
よ
く
引
越
の
手
伝
い
を
し
た
が
、
厚
生
課
の
メ
ッ
チ
ェ
ン
い
わ
く
『
自
動
車
部
は
メ
カ
に
強
い
上
に
商
売
が
上
手
』
と
い
っ
て

一

―
い
た
。
」

一

⑤
「
炭
鉱
が
閉
鎖
に
な
っ
て
今
で
言
う
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
た
が
再
就
職
に
そ
な
え
て
社
員
に

―

ー
運
転
を
教
え
て
く
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
職
場
が
ま
た
か
わ
っ
て
練
習
車
を
段
取
り

―

ー
し
た
だ
け
で
あ
と
は
知
ら
な
い
。
も
う
少
し
で
教
習
所
の
教
官
を
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

」

一

一

⑥
「車
庫
が
古
く
な
っ
て
大
風
が
吹
く
と
板
壁
の
下
部
が
外
れ
て
ガ
タ
ガ
タ
し
て
い
た
が
。

」

-
「あ
れ
は
文
部
省
か
ら
車
庫
修
理
の
予
算
を
と
る
た
め
壊
れ
を
大
き
く
し
た
と
い
う
噂
も
聞

―
い
た
が
。

」

一

⑦
「
二
十
九
年
頃
に
ホ
ン
ダ
ベ
ン
リ
ー
と
い
う
オ
ー
ト
バ
イ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
っ
て
自
動

ー
車
部
の
部
員
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
か
り
出
さ
れ
、
ベ
ン
リ
ー
の
旗
を
な
び
か
せ
て小
倉
市
内
な
ど
—

—
を
走
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
」

一

⑧
「彗
星
は
、
軍
用
車
で
ニ
ト
ン
車
だ
っ
た
が
板
ス
プ
リ
ン
グ
ニ
枚
を
い
れ
補
強
し
て
四
ト

ー

ー
ン
の
検
査
証
を
も
ら
っ
た
。

」

一

「荷
台
を
短
く
し
た
の
も
そ
の
時
か
な
」
「あ
れ
は
荷
台
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
と
き
丸
太

―

凸

HT0.6名古屋での座談会OB会
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九
州
地
区

O
B
会
座
談
会
（
三
十
五
年
卒
以
上
）

九
州
は
自
動
車
部
O
B
が

一
番
多
く
全
員
が
集
ま
っ
て
も
時
間
的
な
問
題
と
、
年
次
が
違
い
す
ぎ
て
は
会
話
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
配
慮
か
ら
、
九
州
の
O
B
会
は
二
分
割
し
て
行
う
こ
と
に
し
た
。

そ
の
第

一
回
は
平
成
十
年
八
月

一
日
、
福
岡
市
天
神
の
福
新
楼
で
行
っ
た
。

福
岡
は
喜
多
村
会
長
の
お
膝
元
で
、
ま
た
座
談
会
そ
の
他
で
会
長
と
石
飛
先
輩
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

座
談
会
も
盛
況
で
十
四
名
の
O
B
が
参
集
し
た
。
参
加
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

平
位
(

2

o

)

、
喜
多
村
(

2

1

)

、
上
妻
(

2

2

)

、
石
飛
（

2

2

)

、
真
那
子
(

2

4

)

、
松
尾
(

2

5

)

、
後
藤
哲
―-

(

2

6

)

、

2

6

)

、
川
崎

2

6

)

、
後
藤

2

8

)

、
前
田
(

3

2

)

、
斉
藤
（
3

3

)

、
山
口
（
高
』
に

L
虞
区
外
嘉
村
（

3
5
)
 

塚
田
（

3

3

)

 

—か
ら
木
を
挽
い
て
作
り
直
し
た
と
き
だ
ろ
う
。

」

ー

⑨
「部
車
の
ク
ラ
ウ
ン
の
ド
ア
が
壊
れ
て
ハ
リ
ガ
ネ
で
く
く
つ
て
走
っ
て
い
る
と
き
、
曲
が
る
の
に
方
向
指
示
器
（
ア
ポ
ロ
タ
イ
プ
）が
出
て
な
い

―

ー
と
い
っ
て
警
官
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。
ハ
リ
ガ
ネ
を
ず
ら
し
て
出
し
て
見
せ
た
。
」

―

⑩
「ま
だ
マ
イ
カ
ー
が
が
少
な
い
頃
、
転
勤
を
車
で
移
動
し
て
、
請
求
は
国
鉄
（
JR
)

で
行
っ
た
こ
と
に
す
る
と
ず
い
ぶ
ん
旅
費
が
も
ら
え

―

一
差
額
が
馬
鹿
に
な
ら
な
か
っ
た
。
」

一

⑪
「新
荘
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
ブ
リ
ッ
ジ
ス
ト
ン
か
ら
タ
イ
ヤ
を
い
た
だ
い
た
時
の
恩
人
、
明
専
の
O
B
の
お
嬢
さ
ん
と
結
婚
し
た
の
が

一

＿
い
す
ゞ
に
行
っ
た
『
k
』
さ
ん
だ
っ
た
。
」

一

⑫
「当
時
は
バ
ッ
テ
リ
ー
は
性
能
が
悪
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
練
習
の
あ
と
に
は
必
ず
、
重
た
い
バ
ッ
テ
リ
ー
を
は
ず
し
て
変
電
所
の
充
電
器
の

一

ー
前
ま
で
エ
ッ
チ
ラ
、
オ
ッ
チ
ラ
運
ん
だ
も
の
だ
。
」
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ーー
14

;

ム̂
語
伐
一

一

①
「流
星
の
名
付
け
親
は
私
た
ち
（
二
十

一
年
卒
業
）
で
す
。

」

一

②
「終
戦
の
少
し
前
、
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
で
軍
需
物
資
を
運
ん
だ
が
、
な
か
で
も
「突
貫
＊
＊
」
（
ゴ
ム
製
避
妊
具
）
を
貨
車
い
っ
ぱ
い
運
ん
だ
事

一

ー
は
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
」

一

③
「
運
転
免
許
の
試
験
車
の
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
が
エ
ン
ジ
ン
の
熱
で
焼
け
て
い
て
、
ハ
ダ
シ
の
足
に
熱
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も
思

ー

ご
い
出
さ
れ
る
。
ハ
ン
ド
ル
が
前
の
受
験
者
の
ア
セ
で
ベ
タ
ベ
タ
し
て
い
た
。
」

一

④

「免

許

試

験

の

う

ち

学

科

試

験

は

ベ

ニ

ヤ

板

を

渡

さ

れ

、

地

面

に

座

っ

て

そ

の

板

の

上

で

一

一
答
案
を
書
い
た
。

」

ー

⑤
「学
長
車
（
ダ
ッ
ト
サ
ン
）
の
女
性
の
運
転
手
が
休
ん
だ
の
で
か
わ
り
に
運
転
し
た
。
得
意

ー

ー
満
面
で
あ
っ
た
。

」

会

一

談

―

区

―

一

⑥
「食

堂

の

ア

ル

バ

イ

ト

な

ど

力

仕

事

の

あ

と

、

つ

い

た

て

の

蔭

で

自

動

車

部

だ

け

の

特

製

力

座

一

州

―

ー
レ

ー

を

食

べ

さ

せ

て

く

れ

た

。

普

通

の

寮

生

は

団

子

汁

と

千

切

り

ダ

イ

コ

ン

だ

け

の

と

き

に

。

」

地

一

内

一

一
「僕
ら
の
時
は
普
通
の
二
倍
ほ
ど
あ
る
特
製
の
お
に
ぎ
り
だ
っ
た
。
海
苔
も
大
き
な
や
つ
で
。

」

九
＿

一

⑦
「八
幡
に
ワ
タ
カ
ツ
と
い
う
パ
ー
ツ
屋
が
あ
っ
て
自
動
車
部
の
K
君

が

通

い

つ

め

て

つ

い

に

ワ

甜

一

福

―

ー
イ
フ
と
い
う
大
物
パ
ー
ツ
を
手
に
入
れ
た
。
」

8

-

一

⑧
「
学
園
祭
で
日
産
の
新
車
（
ダ
ッ
ト
サ
ン
ト
ラ
ッ
ク
）
を
展
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

朝
早
く

o
,

1

-

ー
こ
っ
そ
り
新
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
前
後
に
動
か
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
（
な
い
し
ょ
）
」

H

-

ー

⑨
「免
許
試
験
の
実
地
試
験
で
の
こ
と
、
背
が
低
い
の
で
前
が
み
え
ず
、
座
布
団
を
用
意
し

—

て
い
っ
た
の
は
良
い
が
、
今
度
は
足
が
ク
ラ
ッ
チ
に
届
か
ず
、
座
布
団
を
背
中
に
当
て
て
、
中
腰
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3
3
)
 

ー
で
運
転
し
た
。
」

一

⑩
「彗
星
の
シ
ー
ト
を
洋
裁
の
経
験
も
あ
ま
り
な
い
ま
ま
、

仕
上
げ
た
が
意
外
と
上
出
来
で
み
ん
な
に
褒
め
ら
れ
た
。
」

一

一

⑫

「関
門
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
走
行
中
、
燃
料
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
昔
の
自
動
車
部
時
代
を
思
い
出
し
ポ
ン
プ
に
ワ
イ
ヤ
ー

一

ー
を
結
ん
で
何
と
か
出
口
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
」

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

関
西
地
区
O
B
会
座
談
会

関
西
地
区
第

一
回
O
B会
か
ら
な
ん
と
三
十
三
年
ぶ
り
に
O
B
が
大
阪
に
集
ま
っ
た
。

久
保
田
氏
の
骨
折
り
で
、
平
成
十
年
十

一
月
十
五
日
、
大
阪
の

一
等
地
、
梅
田
ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
内
「に
し
家
庵
」
で
行
っ
た
。

出
席
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

立
松
(
2
2
)
、
舛
谷
（

地
区
外
嘉
村
（

2
3
)
、
安
光
(

3

3

)

、
中
原
(
3
9
)
、
橘
（

余
談
な
が
ら
集
ま
っ
た
中
で
三
人
ま
で
が
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に
関
連
。

3
2
)
、
久
保
田
（

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

i

1

1

1

-

;

^

ぇ
語
録

＿

一

①
「
父
親
が
バ
ス
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
車
に
は
親
し
ん
だ
ほ
う
だ
。

」

一
②
「
学
校
で
は
朝
礼
場
に
縄
で
コ
ー
ス
を
ひ
い
て
練
習
し
た
が
、
な
ん
と
試
験
場
も
縄
で
張
っ
た
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
」

一

一

③
「エ
ン
ジ
ン
を
ば
ら
し
て
、
又
組
み
立
て
た
ら
、
バ
ル
プ
リ
フ
タ
ー
が
残
っ
た
。

」

一

④
「
デ
フ
を
組
み
立
て
た
ら
組
み
方
が
逆
で
、
後
進
――一段
、
前
進

一
段
に
な
っ
た
。

」

一

⑤
「彗
星
号
が
大
門
の
陸
橋
を
過
ぎ
て
日
明
に
向
け
て
坂
を
下
っ
た
と
こ
ろ
で
ハ
ン
ド
ル
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
電
車
道
に
飛
び
込
ん
で
電
車
を

一

―
か
な
り
の
時
間
、
立
ち
往
生
さ
せ
た
。
日
本
人
は
し
ら
ぬ
顔
で
通
り
過
ぎ
た
が
米
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
ウ
ィ
ン
チ
で
引
き
揚
げ
て
く
れ
た
。

」

一

4
o
)
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一

⑥
先
生
の
引
越
で
熊
本
ま
で
行
っ
た
と
き
メ
タ
ル
合
わ
せ
を
大
急
ぎ
で
し
て
、
行
き
が
け
は

ー
慎
重
に
運
転
し
た
が
、
帰
り
は
も
う
な
じ
ん
だ
だ
ろ
う
と
つ
い
油
断
を
し
た
ら
焼
き
付
い
て
し

ー
ま
っ
た
。

一
日
し
か
持
た
な
か
っ
た
。

」

一

⑦
「ア
ル
バ
イ
ト
は
人
気
が
あ
っ
て
f
定
表
の
黒
板
に
引
越
が
あ
る
と
す
ぐ
誰
か
が
名
前
を

ー
登
録
し
て
い
た
。
運
賃
は
自
動
車
部
の
収
入
に
な
っ
た
が
、
引
越
に
行
く
と
祝
儀
が
で
た
り
、

ー
も
の
を
く
れ
た
り
で
。
」

一

⑧
「第

一
回
九
州

一
周
で
の
こ
と
、
車
か
ら
降
り
て
運
転
席
に
行
く
と
、
運
転
手
と
真
ん
中

ー
の
部
員
は
ま
だ
い
び
き
を
か
い
て
寝
て
い
た
。
K
く
ん
が

一
番
下
（左
側
）
に
い
て
う
ん
う
ん
言
っ

＿
て
い
た
。」

一

⑨
「
免
許
試
験
の
と
き

、

試
験
車
の
ウ
イ
ン
カ—
が
ハ
ン
ド
ル
を
戻
す
と
自
動
的
に
オ
フ
に
な

一
る
の
が
す
ご
く
斬
新
に
感
じ
た
。
当
時
、
試
験
料
は
八
百
円
、
流
星
の
練
習
は
十
五
分
四
卜

一
円
だ
っ
た
と
思
う
。
」

都

一

京

―

―
―
4

一

、
ば
一

2

1
1ャ

一
4

1

声
而

幻
i9
-

s

-

冑

、一['

⑮

―

叫
h
"

る

―

冒
こ

す

—

分・
5

迎

―

＂It炉

歓

一

り
ぃ
＇

を

―

i

[

 

⑩
「大
阪
で
の
O
B
会
の
会
場
は
セ
ド
リ
ッ
ク
と
言
う
喫
茶
店
だ
っ
た
と
お
も
う
が
」「
そ
の
あ
と
京
都
に
向
け
て
ド
ラ
イ
ブ
し
た
？
」

一

I
I

I
I

I

I
I
I

I
,

'

 

東
京
地
区
O
B会
（
平
成
十

一
年
）

平
成
十
年
四
月
の
前
回
の
座
談
会
が
集
ま
り
が
悪
く
、
収
録
の
内
容
も
今
ひ
と
つ
の
感
が
あ
っ
た
の
で
川
崎
氏
に
お
願
い
し
て
早
め
に
段
取
り

を
し
た
と
こ
ろ、

二
十
七
名
の
盛
会
と
な
っ
た
。
今
回
も
新
荘
教
授
の
ご
来
席
を
い
た
だ
い
た
。
お
年
と
は
思
え
な
い
お
元
気
な
お
姿
で
あ
る
。
写

真
は
平
成
十

一
年
二
月
二
十
日
、
東
京
鳳
龍
ク
ラ
プ
で
の
記
念
撮
影
で
あ
る
。

出
席
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）
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一ー
1

1

-

;

^

ぇ
沿
録
一

―

①

「ラ
リ
ー
競
技
車
を
転
倒
し
て
壊
し
た
の
で
、
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
や
っ
と
仕

ー
上
げ
た
ら
、
二
戦
め
で
ま
た
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
。
辛
く
悲
し
い
思
い
出
で
す
。
」

一

②
「
エ
大
ラ
リ
ー
の
と
き
、
テ
ン
ト
が
風
を
は
ら
ん
で
飛
び
そ
う
に
な
り
必
死
で
押
さ
え

一
た
こ
と
が
あ
る
。」

一

③
「自
動
車
整
備
大
会
の
全
国
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
次
第
に
整

ー
備
に
力
を
入
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
」

一

④

「
エ
大
祭
の
テ
ン
ト
な
ど
を
運
ぶ
こ
と
で
責
善
会
の
予
算
を
か
ろ
う
じ
て
確
保
し
て
い

ー
た
。
い
つ
も
存
続
の
問
題
が
で
て
い
た
。

」

一
⑤
「
日
産
ジ
ュ
ニ
ア
が
引
越
な
ど
で
随
分
稼
い
だ
。
（
あ
ま
り
大
き
い
声
で
は
い
え
な
い

ー
が。

）
」

一

⑥
「
中
国
、
南
紀
遠
征
の
と
き
だ
っ
た
か
、
日
産
提
供
の
セ
ド
リ
ッ
ク
が
エ
ン
ス
ト
し
て
、
バ

一
ッ
ク
で
し
か
押
し
掛
け
で
き
な
く
て
、
京
都
の
町
の
真
ん
中
で
、
エ
ン
ス
ト
な
ど
す
る
と
、
後

一
部
座
席
の
部
員
が
急
い
で
降
り
て
後
続
車
を
と
め
て
、
バ
ッ
ク
で
か
け
た
。
」

—
⑦
「
-
―年
生
に
な
っ
て
す
ぐ
、
免
許
試
験
を
受
け
た
ら
な
ぜ
か
合
格
し
た
。
す
ぐ
に
幹

3
3
)
、

＇ I 

' --- •;I.-=-- . . ...: _11 _ー ＇
I 

H!l.2 東京、鳳龍クラブにて ： 
------------------------------------------------・ 

新
荘
(

9

)

、
松
田
(

2

6

)

、
山
田

(

2

9

)

、
廣
田
（

池
田
(
3
3
)
、
小
堀
（

I

I

）
、
中
村
(

I

I

)

、
古
屋
(
”
)
、
松
吉
（

宮
崎
(

I

I

)

、
横
田
（
I

I

）
、
八
木
(

4

5

)

、
谷
口
(

H

1

)

、
福
田
（

小
西
(

H

8

)

、
渡
辺
(

1

1

)

、

地

区

外

参

加

嘉

村

（

2

9

)

、
中
島
（

3
3
)
、
木
村
（

H
3
)
、
公
山
（

H
4
)
、
川
口
（

3
o
)
笠
原
（

3
6
)
、
門
司
（ 3

2
)
、
川
崎
（

3
7
)
、
砂
本
（

H
6
)
、
小
野
（

H
7
)
 

3
2
)
、
丸
山

(

I

I

)

3
9
)
、
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ー
事
に
な
れ
と
言
わ
れ
て
、
部
室
に
入
ら
さ
れ
た
。
」

一

⑧
「
西
日
本
学
生
連
盟
が
数
年
経
っ
た
と
き
、
全
日
本
学
生
連
盟
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
付
い
た
。

「西
日
本
」の
メ
ン
バ
ー
を
全
員
加
入
さ
せ

ー

―
る
な
ら
「西
日
本
」
を
解
散
す
る
と
言
っ
て
認
め
さ
せ
た
。
」

一

⑨
「彗
星
号
で
八
幡
方
面
の
引
越
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
い
っ
た
と
き
、
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
が
甘
か
っ
た
の
か
、

階
段
の
そ
ば
に
止
め
て
あ
っ
た
彗

一

・
星
が
勝
手
に
階
段
を
お
り
始
め
た
。
気
が
付
い
た
と
き
は
も
う
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
て
、
一
段

一
段
ゆ
っ
く
り
降
り
て
行
く
の
を
た
だ
呆
然

一

ー
と
見
て
い
た
。
い
っ
た
ん
平
ら
な
と
こ
ろ
へ
出
た
時
、
ど
う
い
う
訳
か
ハ
ン
ド
ル
が
切
れ
て
、
市
営
住
宅
に
運
転
台
の
途
中
ま
で
突
っ
込
ん
で
停
ま

ー

—
っ
た
。上
も

下
も
階
段
の
と
こ
ろ
で
レ
ッ
カ
ー
車
で
苦
労
し
て
降
ろ
し
か
け
た
が
、
う
ま
く
い
か
ず
、
決
死
の
覚
悟
で
運
転
台
に

一
人
乗
っ
て
プ

ー

ー
レ
ー
キ
を
踏
み
な
が
ら
脱
出
し
た
。
生
き
た
心
地
は
し
な
か
っ
た
。
」

―

⑩
「車
検
の
時
に
キ
ン
グ
ピ
ン
が
甘
い
と
通
ら
な
い
の
で
、

試
験
官
に
気
づ
か
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
、
ピ
ン
を
た
た
き
こ
ん
だ
。
そ
れ
で

一

ー
も
、
次
第
に
ガ
タ
が
く
る
と
真
っ
赤
に
焼
い
て
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
絞
っ
て
対
処
し
た
。
シ
ャ
シ
ー
も
鋲
止
め
で
、
鋲
に
ゆ
る
み
が
来
る
と
リ
ベ
ッ
ト
ハ
ー

ジ
マ
ー
ど
こ
ろ
か
大
ハ
ン
マ
ー
で
鋲
締
め
を
し
た
。
腹
は
ず
い
ぶ
ん
へ
っ
た
が
、
材
料
力
学
の
点
は
よ
か
っ
た
。

」

一

―

⑪
「免
許
試
験
に
合
格
す
る
と
指
紋
を
と
ら
れ
た
。
試
験
場
か
ら
合
格
通
知
が
交
番
に
来
る
と
呼
び
出
し
が
あ
る
。

事
実
上
の
合
格
通

一

一
知
で
、
前
科
、
交
通
違
反
歴
な
ど
を
調
べ
た
あ
と
、
指
紋
を
採
ら
れ
た
。
合
格
す
る
と
ゼ
ン
ザ
イ
を
振
る
舞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
ま
り
一

ー
で
あ
っ
た
。
」

―

⑫
「
二
十
八
年
か
ら
学
長
の
運
転
手
（
女
性
）
が
休
み
が
ち
だ
っ
た
の
で
自
動
車
部
は
無
償
な
が
ら
運
転
を
ま
か
さ
れ
て
い
た
。

」

一

一

⑬
「学
長
が
専
用
車
が
欲
し
い
と
言
う
こ
と
で
日
産
か
ら
ダ
ッ
ト
サ
ン
ス
リ
フ
ト
を
都
合
し
て
も
ら
っ
た
。
学
長
は
博
多
か
ら
戸
畑
駅
ま
で

一

―
き
て
、
学
校
ま
で
の
間
、
学
長
車
を
使
用
し
て
い
た
。

」

一

⑭
「
門
司
か
ら
蒼
竜
で
学
校
へ
帰
る
途
中
、
延
命
寺
の
停
留
所
で
電
車
に
追
突
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
は
さ
ほ
ど
な
く
、
乗
客
も
気
が
付
か
な
か
っ

―

ー
た
が
、
車
掌
は
『
う
ん
？
』
と
顔
を
出
し
た
。
ラ
ジ
エ
タ
ー
が
い
か
れ
た
。」

―

⑮
「な
く
な
っ
た
松
吉
さ
ん
が
我
々
の
中
で

一
番
早
く
マ
イ
カ
ー
を
持
っ
た
と
思
う
が
、
私
は
フ
ロ
ン
ト
ド
ラ
イ
ブ
が
気
に
入
っ
て
、
北
九

一

―
州
に
い
た
と
き
は
ホ
ン
ダ
N
3
6
0
に
乗
っ
て
い
た
。
雪
の
日
足
立
山
の
麓
で
タ
ク
シ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
で
立
ち
往
生
し
て
い
て
も
、
フ
ロ
ン
ト
ド
ラ
イ

ー
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ー
ブ
は
す
い
す
い
走
っ
た
。
そ
の
後
、
軽
を
卒
業
後
は
、
ず
っ
と
ス
バ
ル
を
レ
オ
ー
ネ
、
レ
ガ
シ
イ
と
乗
り
継
い
で
い
る
。
」

一

一

⑯
「第

一
回
九
州

一
周
の
と
き
、
熊
本
県
内
で
横
転
事
故
が
あ
っ
た
。
そ
の

一
号
車
の
荷
台
に
寝
て
い
て
あ
わ
て
て
飛
び
起
き
た
が
、
し
ば

一

ー
ら
く
し
て
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ー
ト
（
父
が
大
切
に
し
て
い
た
も
の
で
、
防
寒
用
に
と
持
た
せ
て
く
れ
た
も
の
）
の
あ
ち
こ
ち
に
穴
が
あ
い
て
い
る
の
に

一

一
気
が
付
い
た
。
荷
台
に
の
せ
て
あ
っ
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
希
硫
酸
液
が
コ
ー
ト
に
付
い
て
お
シ
ャ
カ
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
燃
費
測

一

一
定
の
た
め
の
ド
ラ
ム
缶
（
ガ
ソ
リ
ン
）
に
ゲ
ー
ジ
を
差
し
込
ん
で
計
測
す
る
と
き
の
、
夜
間
ラ
ン
プ
用
電
源
と
し
て
積
み
込
ん
だ
も
の
。
今
考
え

ー

ー
る
と
と
ん
で
も
な
い
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
！
。

」

・

⑰

「
一
年
の
最
後
の
春
、
ど
う
せ

一
度
で
通
る
わ
け
は
な
い
、
試
験
慣
れ
の
た
め
落
ち
て
も
と
も
と
で
受
験
し
て
こ
い
と
い
わ
れ
、
受
け
た

一

一
と
こ
ろ
、
い
っ
ぺ
ん
で
通
っ
て
し
ま
い
、
学
科
の
準
備
が
出
来
て
な
く
、
魚
町
（
小
倉
北
区）

の
書
店
に
飛
び
込
ん
で

一
番
薄
い
問
題
集
を
買
っ
て

一

ー
一
夜
漬
け
な
ら
ぬ
、

一
時
間
泊
け
で
何
と
か
免
許
を
も
ら
っ
た
。

」

・

⑱
「第

一
回
、
第
二
回
と
九
州

一
周
に
参
加
し
と
き
、
第
二
回
に
は
エ
科
の
学
生
ら
し
い
事
を
し
よ
う
と
、
運
転
前
後
の
体
温
上
昇
を
測

一

一
定
し
た
が
、
学
校
に
帰
っ
た
と
き
、
A
新
聞
の
記
者
が
来
て
測
定
の
結
果
を
問
わ
れ
、
個
人
差
が
あ
る
が

0
•
五
度
か
ら
、
約

一
度
ま
で
の
温
ー

一
疫
上
昇
が
あ
る
と
い
っ
た
ら
、

『
夏
場
の
運
転
、
温
度
上
昇
に
注
意
』
と
で
か
で
か
と
出
て
い
た
。
新
聞
記
者
は
必
ず
し
も
発
言
者
の
意
図
す

一

ー
る
こ
と
を
書
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
」

一

⑲
「ブ
ル
ー
バ
ー
ド
の
中
古
を
買
っ
た
が
、
マ
フ
ラ
ー
が
外
れ
て
ガ
ラ
ガ
ラ
音
を
立
て
だ
し
た
。
と
り
あ
え
ず
ひ
も
で
マ
フ
ラ
ー
を
つ
つ
て
音
が

一

一
激
し
く
整
備
不
良
で
捕
ま
っ
て
は
困
る
の
で
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
あ
と
を
つ
い
て
走
っ
た
。
」

・

⑳
「彗
星
号
、
蒼
竜
号
は
国
有
だ
っ
た
か
ら
、
所
有
者
1
1
文
部
大
臣
、
使
用
者
1
1

工
大
学
長
だ
っ
た
。
「た
ナ
ン
バ
ー
（官
公
庁
用
）
で
堂
々

―

ー
と
白
ト
ラ
ッ
ク
（
営
業
ナ
ン
バ
ー
で
な
い
違
法
運
送
）
を
や
っ
て
い
た
。
つ
い
で
な
が
ら
検
査
証
の
発
行
者
は
連
輸
大
臣
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す

一

ー
る
。
」

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
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参
加
者
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

藤
原
（
元
部
長
）
、
大
西

斉
藤

(
3
3
)
、
宮
原
（

3
8
)
、
伊
東

（

-
9

9

9

；
座
扶
＾
ぇ
詰
録

一
＇：＇
：I
I
I

一

①
終
戦
直
前
、
ニ
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
で
も

十
五
ト
ン
く
ら

い
無
理
し

て
積
ん
で
の
ろ
の
ろ
運
転
な
が
ら
運
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
た
。

—

一

②
車
庫
が
鉄
筋
に
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
四
年
頃
だ
っ
た
と
思
う。

最
初
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
な
く
て
「九
州
工
大
自
動
車
部
」
と
大
き
な
文

一

一
字
の
入
っ
た
部
車
が
盗
ま
れ、

そ
の
後
や
っ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
付
け
ら
れ
た。

一

③
部
車
は
、

日
産
ジ
ュ
ニ
ア
だ
っ
た
が
、い
す
ゞ
か
ら
エ
ル
フ
を
寄
贈
さ
れ
随
分
活
躍
し
た
。

九
州
地
区
O
B会
パ

ー
ト

II
(

1

1

)

、
喜
多
村
（

4

4
)
、
藤
田（ 2

1
)
、
真
那
子
（

4
4
)
、
坂
本
（

4
5
)
、

地
区
外
参
加
嘉
村
（

3
3
)
 

2
4
)
、

平
成
十
年
八
月
の
九
州
地
区
O
B
会
は
お
も
に
昭
和
三
十
五
年
以
前
卒
業
の
O
B
が
集
ま
っ

た
。
パ
ー
ト
Il
で
は
比
較
的
若
い
O
B
や
、
部
長
経
験
者
、
更
に
現
役
の
部
員
な
ど
に
集
ま
っ
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
が
、
編
集
部
の
手
違
い
で
学
期
末
試
験
の
時
期
と
重
な
り
現
役
部
員
の
参

加
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

平
成
十

一
年
三
月
四
日
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
，紅
林
」で
の
座
談
会
に
は
藤

原

、

大

西

両

部
長
経
験
の
先
生
と
三
十
六
年
以
後
の
卒
業
の
O
B
の
ほ
か
、、

喜
多
村
O
B
会
会
長

と
真
那
子
、
斉
藤
両
O
B
に
は
再
度
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

"'-・ _.....,. ．， ． 

H!!.3 北九州市小倉北区にて
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自
動
車
部
が
創
設
さ
れ
て
今
年
は
五
十
八
周
年
を
迎
え
る
。
自
動
車
が
貴
重
品
、
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者
は
V
I
P
な
み
と
い
う
創
部
当

時
と
は
違
い
、
自
動
車
も

一
家
に
二
台
、

三
台
と
い
う
時
代
の
な
か
で
は
、
自
動
車
部
の
運
営
が
如
何
に
困
難
か
は
容
易
に
想
像
が
付
く
。
ま
た
、

九
州
地
区
パ
ー
ト
Il
の
座
談
会
の
中
で
部
長
経
験
の
先
生
方
が
触
れ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
部
車
の
維
持
管
理
、
所
有
者
責
任
が
今
後
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
る
か
も
大
き
な
問
題
点
で
あ
ろ
う
。
O
B
会
も
自
動
車
部
の
存
続
に
重
大
な
関
心
を
寄
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
の
座
談
会
語
録
は
、
現
役
の
自
動
車
部
幹
部
か
ら
部
史
編
纂
の
担
当
者
あ
て
送
ら
れ
た
「紙
上
座
談
会
」
報
告
で
あ
る
。

現
役
部
員
の
抱
え
る
悩
み

i

④
ラ
リ
ー
の
ナ
ビ
を
し
た
と
き
、
当
時
卓
上
計
鍔
機
も
な
い
と
き
で
手
回
し
の
機
械
式
計
勾
機
を
必
死
で
廻
し
手
首
や
腕
が
痛
く
な
り

i

-
J
ん
し
ょ
う
え
ん

一
腱
鞘
炎
に
な
っ
た
。

ー

⑤
ラ
リ
ー
も
最
初
は
昼
間
で
も
出
来
た
が
、
車
が
増
え
て
交
通
状
況
か
ら
夜
し
か
で
き
な
く
な
っ
た
。
ラ
リ
ー
が
だ
ん
だ
ん
ナ
イ
ト
ラ
リ

ー

ー
ー
か
フ
ィ
ギ
ア
、
ダ
ー
ト
競
技
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一

⑥
自
動
車
部
も
比
較
的
人
気
が
あ
っ
て
六
十
名
か
ら
の
入
部
希
望
者
を
試
験
を
し
て
三
十
名
ま
で
に
絞
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
（
昭
和
四

ー

一
十
年
代
前
半
）

ー

⑦
部
車
が
、
学
校
の
所
有
で
な
く
な
っ
て
か
ら
、
部
長
は
、
学
内
の
官
舎
住
ま
い
で
な
い
と
つ
と
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

一

一

⑧
自
動
車
部
が
あ
る
た
め
、
学
校
の
敷
地
内
に
廃
車
の
自
動
車
が
増
え
る

一
方
で
、
学
校
や、

他
の
部
か
ら
苦
情
が
た
え
な
か
っ
た
。

一

一

⑨
部
長
は
ラ
リ
ー
の
開
会
式
の
挨
拶
と
n
ン
パ
に
顔
を
出
す
こ
と
く
ら
い
が
主
な
仕
巾
で
あ
っ
た
。

一

⑩
部
誌
「流
星

l

を
発
行
し
た
と
き
は
な
か
な
か
原
稿
が
集
ま
ら
な
く
て
苦
労
し
た
。
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玄
活
動
姿
勢
の
問
題

9

9

9

9

9

9

9

9

,

.
 

平
成
十

一
年
度
自
動
車
部
幹
事

一

今
年
十
二
月
に
車
庫
移
転
の
た
め
に
新
し
く
部
内
の
備
品
等
の
買
い
そ
ろ
え
が
必
要
と
な
り
、
部
費
を
使
用
し
た
た
め
。

一

毎
年
、
前
期
、
後
期
に
お
さ
め
る
部
費
を
お
さ
め
て
い
な
い
部
員
が
い
る
た
め
。

一

卒
業
さ
れ
た
先
輩
方
の
残
し
て
い
っ
た
車
や
部
員
が
ど
こ
か
ら
か
持
っ
て
く
る
廃
車
の
処
理
に
結
構
大
き
な
額
が
必
要
な
た
め
。

一

部
車
で
あ
る
エ
ル
フ
の
維
持
に
毎
年
二
十
万
円
ち
か
く
の
経
費
が
か
か
る
た
め
。

一

今
年
で
三
十
七
回
を
迎
え
る

K
I
 T
 N
ight R
a
l
ly
は
近
年
の
学
生
ラ
リ
ー

人
口
の
減
少
で
、
赤
字
が
出
る
こ
と
が
多
く
な
っ

—

た。

部
車
1
1
(
E
P
7
1
)
の
問
題

合

老
朽
化
と
破
損
（
あ
る
O
B
が
壊
し
た
）
の
た
め
に
、
全
九
出
場
な
ど
結
果
の
残
せ
る
競
技
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
（
大
学
か
ら
、
個

一

人
で
で
る
競
技
で
な
く
、
九
工
大
と
し
て
競
技
に
出
場
し
、
あ
る
程
度
結
果
を
残
せ
る
よ
う
要
求
が
で
て
き
た
。
）

一

合

部
車
の
修
理
等
、
作
業
を
し
て
ゆ
く
に
も
、
使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
っ
た
パ
ー
ツ
類
の
購
入
ま
で
、
資
金
が
ま
わ
ら
ず
、
ま
た
、

一

部
員
の
や
る
気
の
問
題
も
あ
り
、
な
か
な
か

一
致
団
結
し
て
や
れ
な
い
。
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
。

一

-

9

,

'
1

A

寸
：
ノ
2
.11
令
一

ー

テ
ー
マ

自

動

車
部
運
営
の
苦
労
、
問
題

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

活
動
時
間
に
決
ま
り
が
な
い
た
め
か
、
ど
う
も
最
近
だ
ら
だ
ら
し
が
ち
で
あ
る
。

部
費
1
1
（
活
動
資
金
の
不
足
）
の
問
題
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---------------------------------------------------------------

こ
こ
近
年
、
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
四
、
五
年
前
の
先
輩
方
の
よ
う
に
気
合
い
を
入
れ
て
競
技
活
動
を
し
な
く

一

な
っ
て
き
た
。

部
員
減
少
の
問
題

＊
勧
誘
活
動
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
々
部
員
の
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
後
輩
達
が
幹
部
に
な
っ
た
と
き
部
の
運

―

営
が
心
配
で
あ
る
こ
と
。

＊

新
入
部
員
か
ら
見
た
部
の
活
動
は
良
く
わ
か
ら
な
い
ら
し
い
。
こ
れ
が
入
部
す
る
部
員
の
減
少
に
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

一

る
。
こ
れ
を
い
か
に
改
善
し
て
ゆ
く
か
が
今
後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

＊

部

の

学
内
で
の
活
動
は
車
の
作
業
く
ら
い
し
か
で
き
な
い
た
め
、
見
学
だ
け
で
は
部
の
活
動
を
見
せ
る
の
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

一

部
室
に
つ
い
て

＊

現

在

の

自
動
車
部
は
部
室
を
も
た
な
い
た
め
、
（
移
転
後
の
ガ
レ
ー
ジ
に
も
な
い
予
定
）
今
回
嘉
村
先
輩
に
い
わ
れ
、
こ
こ
十
数
年

一

ラ
リ
ー
や
ジ
ム
カ
ー
ナ
等
の
様
々
な
資
料
や
こ
ま
か
い
リ
ザ
ル
ト
を
探
し
て
み
る
と
紛
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
資
料
を
し
っ

●

か
り
管
理
し
て
行
く
こ
と
が
今
後
の
急
務
で
あ
る
。

〈
主
将
か
ら

一
言
〉

活
動
に
は
個
人
差
が
あ
る
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。
現
在
の
幹
部
は
先
輩
方
の
時
に
比
ベ

―

ま
と
ま
り
が
な
く
、
自
分
勝
手
な
活
動
、
考
え
が
多
す
ぎ
る
。
自
分
も
主
将
と
し
て
、
他
の
幹
部
及
び
部
員
を
う
ま
く
ま
と
め
て
良
い

一

手
本
に
な
り
た
い
。

＊ 
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九
州
工
大
工
学
部

自
動
車
部
顧
問

平
成
十

一
年
四
月
よ
り
前
任
の
加

藤

先

生
の
後
を
継
い
で
自
動
車
部
の
顧
問
を
引
き
受
け
ま
し
た。

自
動
車
は
元
来
の
機
械
の
代
表
的
存
在
で
す
し
、

自
動
車
部
の
部
員
も
殆
ど
が
機
械
教
室
の
学
生
で
占
め
ら
れ
て
い
る
現
状
か
ら
も
妥
当
な

処
か
な
と
考
え
引
き
受
け
た
次
第
で
す
。

私
自
身
は
、
企
業
を
退
職
后
、

本
学
の
お
世
話
に
な
り
現
在
二
年
半
経
っ
た
と
こ
ろ
で
す
し
、
大
学
流
の
言
い
方
で
は
三
回
生
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
未
だ
新
米
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
大
学
の
雰
囲
気
、
カ
ル
チ
ャ
ー
に
も
や
っ
と
慣
れ
て
来
た
と
言
え
ま
す
。
大
学
で
の
担
当
は
熱
力

学
、
伝
熱
学
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
で
す
。

勤
め
て
お
り
ま
し
た
企
業
は
機
械
メ
ー
カ
ー
で
自
動
車
を
生
産
し
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
連
会
社
で
自
動
車
会
社
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
新
し
い
情
報
も
比
較
的
入
っ
て
来
た
方
で
し
よ
う
。

籾
て
、
四
月
に
顧
問
に
な
っ
た
直
后
に
自
動
車
部
の
コ
ン
パ
に
招
か
れ
て
部
員
諸
君
と
の
顔
合
わ
せ
を
致
し
ま
し
た
。
少
々
の
バ
ン
カ
ラ
さ
に
加

え
て
素
朴
な
真
面
目
さ
を
持
っ
て
い
る
な
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
し
た。

明
治
専
門
学
校
時
代
以
来
の
責
善
会
の
伝
統
、

雰
囲
気
の
一
端
に
触
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

ー

特

別

寄

稿

ー

自
動
車
部
の
顧
問
に
な
っ
て

西

JI I 

教

授

〈
先
輩
か
ら

一
言

〉

積
極
的
に
自
分
の
車
を
い
じ
っ
て
車
の
構
造
を
理
解
せ
よ
。
部
車
を
つ
く
る
の
は
い
い
が
、

具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
明
確
に

一

せ
よ
。
さ
ら
に
、

自
動
車
そ
の
も
の
の
未
来
を
開
拓
す
る
ぐ
ら
い
の
気
構
え
を
も
っ
て
欲
し
い
。
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現
役
部
員
の
紙
上
座
談
会
、
九
州
で
の
元
部
長
先
生
を
交
え
た
九
州
O
B
会
パ
ー
ト

II
、
そ
し
て
新
し
く
顧
問
（
部
長
）
に
な
ら
れ
た
西
川
先

生
の
ご
寄
稿
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
自
動
車
部
が
今
大
き
な
転
機
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

現
役
部
員
の
諸
君
は
活
動
の
目
標
が
な
か
な
か
見
え
に
く
い
状
態
に
あ
り
、
対
外
試
合
に
「チ
ー
ム
」
と
し
て
良
い
成
績
を
お
さ
め
よ
う
と
し
て

O
B
会
と
し
て
の
か
か
わ
り
か
た

母
校
の
自
動
車
部
の
こ
れ
か
ら
と

6
 

と
こ
ろ
で
こ
の
九
州
の
地
に
参
り
ま
し
た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
九
州
の
学
生
諸
君
は
荒
っ
ぽ
い
豪
傑
タ
イ
プ
が
多
い
も
の
と
思
っ
て
お

4

り
ま
し
た
が
、
か
な
り
私
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

意
外
と
言
い
ま
す
か
、
お
と
な
し
く
て
無
口
な
タ
イ
プ
が
多
い
と
い
う
印
象
で
す
。
東
京
近
辺
の
私
学
生
の
口
八
丁
手
八
丁
と
い
う
感
じ
と
異

な
り
、
昔
の
日
本
人
の
良
さ
を
残
し
た
タ
イ
プ
か
な
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

日
本
の
自
動
車
産
業
も
、
我
々
の
学
生
時
代
に
比
較
し
て
技
術
的
に
も
産
業
規
模
か
ら
言
っ
て
も
、
圧
側
的
に
進
歩
す
る
と
共
に
巨
大
な
存

在
と
な
り
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

F
l
1
、
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
で
の
日
本
車
の
活
躍
が
報
じ
ら
れ
、
こ
れ
ら
か
ら

も
若
い
人
々
の
興
味
を
よ
り

一
層
、
自
動
車
と
へ
駆
り
立
て
て
、
自
動
車
部
、
同
好
会
等
の
活
動
も
、
非
常
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し

よ
う
へ°

学
生
時
代
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
打
込
む
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
結
構
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
唯
、
打
込
み
過
ぎ
て
、
本
来
の
学
問
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
様
な
事
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
だ
け
自
動
車
は
興
味
を
引
く
存
在
で
し
ょ
う
が
、
本
末
転
倒
に
な
っ
て
は
意
味
を
な

さ
な
く
な
り
ま
す
。

も
う

―
つ
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
愛
す
べ
き
部
員
諸
君
は
、
安
全
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
配
慮
し
て
悔
い
の
内
容
に
し
て
頂
き
度
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
他
の
ク
ラ
ブ
に
比
し
て
危
険
性
の
高
い
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
充
分
注
意
し
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
頂
き
度
い
も
の
で
す
。

（
 



も
練
習
に
必
要
な
時
間
と
経
費
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
し
、

整
備
な
ど
に
力
を
入
れ
た
く
て
も
自
動
車
自
体
が
電
子
部
品
化
し
、
足
回
り
や
ボ

デ
ー
以
外
に
は
ス
パ
ナ
や
レ
ン
チ
の
使
い
よ
う
が
な
い
状
態
で
、

聞
こ
え
て
く
る
の
は
現
状
へ
の
不
満
と
、
自
己
反
省
ば
か
り
で
あ
る
。
か
っ
て
の
先
輩

た
ち
が
工
学
部
の
自
動
車
部
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
部
活
動
に
励
ん
だ
よ
う
に
現
役
の
み
な
さ
ん
も
そ
ろ
そ
ろ
真
剣

に
考
え
る
と
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
、

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
な
ど
九
州
工
大
の
各
部
、
各
科
の
知
恵
を
集
め
て
何
か
の
目
標
に
そ
れ

を
結
集
す
る
と
い
う
こ
と
は
む
り
な
相
談
で
は
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

明
専
に
始
ま
っ
た
「九
州
工
大
責
善
会
自
動
車
部
」
は
も
う
す
ぐ
六
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
ま
伝
統
あ
る
自
動
車
部
が
廃
部
に
な

っ
た
り
、
同
好
会
に
格
下
げ
に
な
っ
た
り
と
い
う
危
険
性
を
O
B
と
し
て
も
座
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

O
B
会
が
再
び
活
動
を
始
め
た
の
を
機
に
、
各
地
の
O
B
会
で
こ
の
点
を
話
し
合
い
、
全
国
規
模
の
会
が
持
て
れ
ば
そ
の
席
で
O
B
会
が
何
を
な

す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
を
論
議
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
た
い
へん
結
構
な
こ
と
だ
と
思
う。

料
中
因
閲
、
O
B
会
を
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
の
提
案
と
い
う
か
、
編
集
者
の
夢
で
も
あ
る
が
、
ま
ず
、
目
下
休
刊
状
態
の
冊
子
「流
星
」
を
O
B

会
機
関
誌
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
年
会
費
五

0
0
円
で
も
企
業
広
告
を
掲
載
す
れ
ば
年
、

二
回
は
発
行
で
き
る
は
ず
だ
。

も
う
ひ
と
つ
の
夢
は
、
創
部
六
十
年
を
記
念
し
て
来
る
平
成
十
三
年
(
―
10
0
一
年）、

O
B
会
全
国
大
会
を
阿
蘇
山
中
「長
陽
山
荘
」
で
開
た

い。

博
多
ま
で
新
幹
線
、

熊
本
ま
で
空
路
、
各
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
貸
し
切
り
バ
ス
を
用
意
し
て
阿
蘇
へ
向
か
う
。
総
会
、
宴
会
の
後
は
卒
業
年
次
の
近
い

も
の
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
昔
話
を
し
あ
う
も
よ
し
。
も
ち
ろ
ん
大
先
輩
の
部
屋
へ
出
む
い
て
話
し
に
耳
を
傾
け
る
も
よ
し
、
翌
朝
は
時
間
の

許
す
組
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
観
光
地
遊
覧
、

そ
の
他
色
々
な
過
ご
し
方
も
あ
ろ
う
。

巻
末
の
O
B
会
会
則
は
昭
和
四
十
二
年

一
月
、
第

一
回
O
B
会
で
承
認
さ
れ
た
と
い
う
部
誌
「
流
星
」
第
二
号
か
ら
、
本
部
の
所
在
地
、
会
費

な
ど

一
部
手
直
し
し
て
「会
則
案
」
と
し
て
掲
載
し
た
。

さ
い
ご
に
、
今
後
O
B
会
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
お
互
い
に
末
永
い
お
付
き
合
い
が
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。
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光
栄
え
あ
る
母
校

せ
ん

―
-、
科
学
の
斧
の

一
閃
に

自
然
の
神
秘
打
ち
砕
き

ぐ

せ

い

わ

ざ

救
世
の
業
を
現
ず
べ
き
希
望
は
燃
ゆ
る
溶
鉱
炉

巨
人
の
愛
の
学
窓
に
若
き
学
徒
の
意
気
高
し

燦
か
し

我
等
の
歴
史

讃

え

よ

あ
A

光
栄
え
あ
る
母
校

西
条
八
十

作
詞

昭和8年5月27日制定
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緑 の 森 井

藤
上

井

吉

消

之
水

閲

曲

乍

乍
i

/

 

夢
に
し
あ
り
と
言
は
ぱ
言

ヘ

二
、
若
き
身
な
る
を
若
き
日
の
誇
を
共
に
歌
は
ば
や

レ）

＂

ら

，”

永
久
の
生
命
の
糧
な
る
を

四
年
の
丘
の
我
春
は

l

｀
緑
の
森
の
自
治
の
丘

角
笛
高
く
口
誦
せ
ぱ

羊
の
群
は
従
へ
り

――「
四
寮
の
窓
に
吹
き
な
ら
す

＾
・
-
か
＂

ひ
び
く
心
は
憧
憬
の

高
き
理
想
の
森
影
に

盃
あ
げ
て
さ
ら
ば
君

t

し

自
治
の
燈
の
あ
か
く
し
て

棘
の
道
に
国
虐
へ
る

若
き
笛
子
に
微
笑
あ
り

歌
撃
つ
き
ず
自
治
の
城

笛
の
高
背
の
ひ
と
す
ぢ
に

み
，
か

自
治
の
女
神
の
交
ひ
し

十
年
の
春
を
迎
え
け
り

四
、
同
じ
運
命
を
こ
の
森
に

君
よ
朗
ら
に
歌
へ
か
し

胸
の
血
淵
を
汲
み
交
し

六
、
胸
の
血
た
ぎ
る
こ
の
宵
は

君
と
し
我
は
見
出
し
ぬ

琴
弾
く
技
は
知
ら
ね
ど
も

自
治
澄
の
下
に
酔
は
ん
か
な

＇ヒ

・

五
、
夜
は
寂
莫
の
森
な
れ
ば

“
し
＂

か
た
み
に
理
想
詰
り
合
ふ

た
か
き
使
命
と
希
望
と
に

六
連
の
光
か
す
か
に
て

若
き
愁
ひ
を
知
る
や
君

あ
、
胸
の
血
の
た
ぎ
る
な
り

立

つ

り
・F
な
し
し
ん

十
年
の
紀
念
祭
宴
筵

久
遠
の
緑
変
り
な
く

束
亜
に
光
る
こ
の
森
を

混
濁
の
世
に
誇
ら
な
ん

（
大
正
八
年
作
）

緑
の
森

井
上
吉

之

作

籾

藤

井

渚

水

作

曲
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中 原 酔 歌 綿貧昭 二 作詞・作曲

＿ハ
、
さ
れ
ば
尚
志
の
春
駒
よ

●
ど

い

こ

、
桃
源
に
円
居
し
て

（
招
和
二
十
年
作
）

い
で
や
緑
酒
に
酔
わ
ん
か
な

ち

り

濁
世
の
虚
を
丑
え
て
は

五
、
應
遠
く
去
り
行
け
ぱ

び
ゞ
く

り

ん

ひ

ひ

白
鱗
芥
々
と
散
り
敷
け
ば

誰
か
興
趣
に
酔
わ
ざ
ら
ん

中
原
印
に
冬
来
た
り

や
さ
し
き
人
が
手
を
と
り
て
誰
か
情
に
酔
わ
ざ
ら
ん

四
そ
れ
寂
窄
の
秋
な
れ
ば
秋
露
に
袖
を
ひ
た
し
つ

銀
河
が
下
に
手
枕
の

誰
か
芳
夢
に
酔
わ
ざ
ら
ん

＜
人
＂

ん

埠
韻
宵
に
か
く
る
れ
ば

蛍
灯
闇
に
浮
ぴ
来
ぬ

そ
ゞ
ろ
木
ぽ
こ
さ
す
ら
い
て
誰
か
古
吟
に
酔
ゎ
ざ
ら
ん

う
つ

二

月
国
々
と
影
映
し

玉
花
古
氾
に
舞

い
散
れ
ば

松
頭
ど
ど
と
奏
ず
れ
ば

誰
か
壮
歌
に
酔
わ
ざ
ら
ん

一
、
あ
、
玄
海
に
波
猛
り
皓
雲
乱
れ
飛
ぶ
と
こ
ろ

中
原
酔
歌

綿
貫
昭
二

作
詞

綿
貫
昭
二

作
曲

「中
原
酔
歌
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
の
は
、

昭
和
二
十
年
終
戦
の
年
で
あ
り
ま
す
。

戦
局
の
動
向
も
何
ひ
と
つ
わ
か
ら
ず
、

単
純
に
最
後
の
勝
利
を
信
じ
て
、
毎
日
平

炉
の
前
で
汗
を
流
し
て
い
た
私
に
と
っ
て

降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
終
戦
は
、
言
い
よ

う
も
な
い
虚
脱
感
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

し
か
し
日
が
た

つ
に
つ
れ
、
村
の
静
か

な
山
野
に
囲
ま
れ
た
生
活
の
中
で
、
よ
み

が
え
っ
た
平
和

へ
の
喜
び
が
次
第
に
わ
い

て
き
ま
し
た
。
新
し

い
寮
歌
を
造
ろ
う
と

思
い
た

っ
た
の
は
こ

の
頃
で
あ
り
ま
す
。

明
専
に
は

緑
の
森
」
を
は
じ
め
と
す

る
す
ば
ら
し
い
寮
歌
が
あ
り
、
私
達
寮
生

は
、
ス

ト
ー
ム
に
コ
ン
パ
に
こ
れ
ら
の
歌

を
商
唱
し
て
は
青
春
の
血
を
わ
き
立
た

せ
、
お
互
い
の
連
帯
感
を
育
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
寮
歌

の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
逍
逢
歌
と
い
っ
た
ム

ー
ド
の
曲
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
う
や
く
平
和
が
お
と
ず
れ
た
学
園、

も
う
一
一度
と
空
襲
警
報
の
鳴
ら
な
い
宵
闇

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
寮
生
た
ち
が
下
駄
を

う
ち
な
ら
し
て
逍
遥
し
な
が
ら
、

静
か
に

口
ず
さ
む
こ
と
の
で
き
る
歌
を

つ
く

っ
て

み
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。2

2
)
綿
貫
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アンケート集計結果（ 1) 自動車部先輩あて

アンケート発送数 2 9 6通 住所不明、 転居先不明で返送されたもの 2 2通
回答数 5 1通 回答率 1 8. 6 % 

卒業年次 数 卒業年次 ： 数 卒業年次 ： 数
昭和 20年 1 3 5 1 5 7 ＇ 2 

2 2 2 3 6 1 5 8 1 
2 3 3 3 7 2 6 2 

， 
， 2 

2 4 1 38 3 6 3 ＇ 4 
2 5 4 4 0 i, 1 JI 1 1 

＇ 
2 6 3 4 1 

， 
1 H2  1 ， ， 

2 8 2 4 4 
， 

1 H3  1 l, ． 
2 9 ， 2 5 2 1 H4  2 
3 1 

． 
1 5 5 2 H5  1 ， 

3 2 1 5 6 1 II 8 1 

1.入部の動機（複数回答）
①自動車に興味があった 35(68.6%)②他の部に比べ新鮮味があった 5(9.8%)
③将来プラスになるとおもった 7(13.7%) ④運転免許を取得するのに有利だと思っ
た 10(19.6%) ⑤専攻した学科と関係があると思った 4(7.8%) 
⑥その他 3 (5.8%)入部勧誘、デモ、 2万円で免許が ・・

2.自動車部に在籍したことがその後の人生や日常生活にプラス、マイナス？
①授業に差し諒りがあった 2(1.9%) ②プラスもマイナスもない 1 (1.9%) 
③どちらかといえばプラス 20(39.2%)④たいへんプラス 29(56.8) 

6.幹事を経験しましたか
①いいえ 24(47.0%) ②はい 27(52.9%) 

7. 部活は熱心でしたか①いいえ 9(17.6%)②はい 40(78.4%) 
2(3.9) 

9. 在学中に他の責善会に籍を置きましたか①いいえ 41 (66.81%) 

③ふつう

②はい 10(19.6%) コーラス 2、写具、サッカー、登山
テニス、空手、詩吟、グライダー

10. マイカーを所有していますか
①いいえ 3(5.8%) ②はい トヨタ 18(35.3%) 13産 11(21.5%)二菱 7(13.7%) 

いすゞ 3(5.8%) ホンダ 3(5.8%) 官上直 2(3.9%)
ベンツ 1 BMW  1(1.9%) ワーゲン 1 (1.9%) 

種類 ①大衆車 27(52.9%)② R V 8(15.6%)③高級卓 10(19.6%)④特殊車 6(11.7%)

11. 平均使用年数
① 3年未漑 10(19.6%)② 4~6年 8(15.6%)③ 7~8年 11(21.5%)④ 10年前後
13(25.5%)⑤ 1 2年以上 2(3.9%) 

1 2. 普通免許は教習所で取得しましたか
①いいえ 40(78.4%)②はい 10(19.6%)
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アンケー ト集計結果（ 2)機械科卒業の先輩あて

アンケー ト発送数 2 0 6通 住所不明、転居先不明で返送されたもの 1 8通
回答数 5 1通 回答率 2 7. 1 % 

卒業年次 数 卒業年次 数 卒業年次 数
キ5 2名 キ 13 4名 キ I7 6名
キ6 1名 キ 14 3名 キ 18 1 0名
キ7 2名 キ 15 3名 キ 19 4名
キ8 1名 キ 16 3名 キ20 7名
キ 12 2名 キ 16-2 3名

1.自動車部、同好会があることをいつ知りま したか
①入校まもなく 20(39.2%)②2年 JO(19.6%) 3年 2(3.9%) 4年 3 (5.9%) 
③卒業まで知らなかった 9 (17.6%) 

2．自動車部か同好会に一度はかかわりましたか
①はい 12(23.5%) ②いいえ 25(49.00/4) 

3. 当時の部長教官はどなたでしたか
4. なんの講座を教えておられましたか
5. 運転にはどんな車を使ってましたか
（回答略）

この後の設問は年代によって御存知ない方もおおいので「はい」 回答の
数のみ記載する。

6.その市で学校の外へ出たことがありますか
①はい 2 

7. 整備の教材にはどんな車を使っていましたか （回答略）
8. 責善会が報国団に改称されたことを御存知でしたか

①はい 11 

9. それは昭和 16年 2月と記録にありますが正しいと思いますか
①はい 10 

10.当時、機甲班（自動車班）は一年でも入れましたか
①はい 6 

11.当時、機甲班（自動車班）は機械科以外でも入れましたか
①はい 6 

12県内のバス会社から中古のバスをもらって練習したそうですが見たことがあり
ますか
①はい 13 

13.ガス発生炉がついていましたか
①はい 9 

14.乗ったこと（押したこと）がありますか
①はい 3

15. 、ンボレーのシャシーを修理して動かしましたそうですが見たことや押したこと
があ りますか
①はい 5
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0 B 名簿（索引）1
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0 B 名簿（索引）2
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自 動 車部OB会 役員名簿
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自動車 部 OB会名簿 類さ区
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自 動 車部O B 会 名簿 関東地区
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自 動 車 部 OB会名簿 関東地区
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自 動 車部O B 会 名簿 中京地区
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自 動 車部O B 会 名滋 関西地区
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自 動 車部O B 会 名 簿 中四国地区
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自 重平部〇已 全 名寧 九州地区
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自 動 車部OB会 名簿 九州地区
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口茸か申こ音BOB名姿z名我尊； 九州地区
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第
六
条

第
五
条

第
四
条

第
三
条

第
二
条

第

一
条

⑤
顧

問

若

干
名

①
会
員
総
会

④
同
部
へ
の
援
助

①
通
常
会
員

第
二
章

②
支
部
会

自
動
車
部
O
B

ー
名
を
含
み
若
干
名
）

③
現
役
員
と
の
交
歓
会

部
長
、
顧
問
、

④
会
計

一
名
（
副
会
長
兼
任
も
可
）

前
条
の
役
員
は
、
会
員
中
よ
り
総
会
に
於
い
て
選
出
す
る
。

①
会
長

一
名

②

副

会

長

若

干
名

本
会
は
次
の
役
員
を
置
く
。

役
員

る
も
の
で
、
会
員
総
会
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
た
も
の
。

参
与
で
入
部
を
希
望
す
る
も
の

③
賛
助
会
員
同
部
に
協
力
す

②
特
別
会
員

本
会
は
次
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

⑤
そ
の
他

本
会
は
前
条
の
目
的
達
成
の
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

と
も
に
、
同
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
同
部
O
B
を
主
体
と
し
、
会
員
相
互
の
扶
助
親
睦
を
図
る

会
長
宅

総
則

③
幹
事
（
常
任
幹
事

一

に
置
く
。

九
州
工
業
大
学
責
善
会
自
動
車
部

O
B
会
会
則
（
案
）

第

一
章

本
会
は
九
州
工
業
大
学
責
善
会
自
動
車
部
O
B
会
と
称
し
本
部
を

第

一
二
条

第

一
三
条

第

一一

条

第

一
〇
条

第
九
条

第
八
条

第
七
条

本
会
の
会
計
年
度
は

一
月

一
日
に
始
め
、
同
年
の
十
二
月

会
費
は

一
年
五

0
0
円
と
し
て
三
年
分
を
前
納
す
る
。

本
会
の
絆
費
は
会
費
及
び
寄
付
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
四
章

会

計

会
員
総
会
は
、
本
会
最
高
の
議
決
機
関
で
も
あ
り
会
長
が
こ
れ

を
召
集
す
る
。

①
定
例
総
会
（
年

一
回
）

あ
っ
た
と
き
。

③
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
。

②
会
員
の
五
分
の

一
以
上
の
要
求
が

す
る
。

議
決
は
す
べ
て
出
席
者
（
委
任
出
席
を
含
む
）
の
過
半
数
を
も
っ
て

本
会
の
会
議
は
総
会
・
支
部
会
・
役
員
会
の
三
種
と
し
、
会
議
の

，
 

第
三
章

な
い
。

会

合

右
記
役
員
の
任
期
は
―
一年
と
す
る
。
但
し
董
任
、

兼
任
を
妨
げ

2

幹
事
は
予
算
決
算
の
審
議
執
行
す
る
。

る。 は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
不
在
の
際
に
は
そ
の
職
務
を
代
行
す

会
長
は
本
会
を
代
表
総
括
し
、
か
つ
会
務
を
総
括
し
、

副
会
長
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第

一
九
条

第

一
八
条

第

一
七
条

第

一
六
条

第

一
―』
条

第

一
三
条

本
会
会
則
は
昭
和
四
十

一
年

一
月
二
十
六
日
よ
り
有
効
と
す
る
。

本
会
は

一
年
に

一 は
会
員
総
数
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要
と

一

会
員
は
職
業
、

住
所
、
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
直
ち
に
本
部

―

回
な
い
し
二
回
、
会
報
「流
星
」
を
発
行
す
る
。

に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

す
る
。

本
会
会
則
の
改
正

第
六
条

細

則

そ
の
筵
の
毛
区
の
支
西
ほ
本
会
に
届
け
て
設
置
す
る
こ
と
r

、ユカで
き
る
。

Hー
会
は
支
苫
を
た
仕
、
閑
東
・
中
京
•

関
西
・
中
四
国
に
設

支
蔀
こ
お
J
る
臼
則
は
、
支
部
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
こ
と

と
す
る
。
支
部
長
は
幹
事
を
兼
任
し
て
も
良
い
。

第
三
章

支

十

一
日
に
終
了
す
る
。

部

置
す
る
。

ーマニ三そ

ーロ、9
三 し』車庫
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九州工大全景撮影 中原 OB(39) 

印 編 発 発 発
刷 集 会行 明 行 平 行 流
所 者長者 専 所 成 日 星

九
十

記

器 喜
州

年 念
富 工

十 特
士 多

大
別

印 責
月 号

刷 村
芍ロ

十 -, 

株
村 会 自

式
自 日 動

会 動
車

社 車
部部

゜
部

B 史
会 し一
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